
ノルベルト・エリアス（日本語文献） 

 

（１）翻訳図書 

 

『文明化の過程』（上） 赤井慧爾ほか訳（法政大学出版局、１９７７） 

『文明化の過程』（下） 波田節夫ほか訳（法政大学出版局、１９７８） 

『宮廷社会』波田節夫ほか訳（法政大学出版局、１９８１） 

『死にゆく者の孤独』中居実訳（法政大学出版局、１９９０） 

『モーツァルト』青木隆嘉訳（法政大学出版局、１９９１） 

『参加と距離化』波田節夫ほか訳（法政大学出版局、１９９１） 

『社会学とは何か』徳安彰訳（法政大学出版局、１９９４） 

『スポーツと文明化：興奮の探求』大平章訳（法政大学出版局、１９９５） 

『時間について』井本晌二ほか訳（法政大学出版局、１９９６） 

『ドイツ人論』青木隆嘉訳（法政大学出版局、１９９６） 

『諸個人の社会』宇京早苗（法政大学出版局、２０００） 

『定着者と部外者』大平章訳（法政大学出版局、２００９） 

 

 

（２）研究図書 

  

〈１９９３〉 

菊幸一『「近代プロ・スポーツの」歴史社会学』（不昧堂出版）２３８頁 

 

〈１９９５〉 

澤井敦「マンハイムとエリアス：知識社会学の忘れられた系譜」『社会構造の探

求：現実と理論のインターフェイス』笠原清志ほか編（新泉社）３３８－３５

６頁 

 

〈１９９６年〉 

田中義文編『関係の社会学』（弘文堂）２４３頁 

奥村隆『エリアス：暴力への問い』（勁草書房）３５３頁 

 

〈１９９７〉 

菊幸一「スポーツ・ファンの暴力」杉本厚夫編『スポーツ・ファンの社会学』（世

界思想社）２２７－２４９頁 

 



〈２００１〉 

菊幸一「体育と暴力」杉本厚夫編『体育教育を学ぶ人々のために』（世界思想社）

１０４－１２２頁 

 

〈２００２〉 

山下高行「グローバリゼーションとスポーツ：ノルベルト・エリアスとジョゼ

フ・マグアイアの描く像」『スポーツ』有賀郁敏ほか編（ミネルヴァ書房）３６

５－３８７頁 

菊幸一「サッカーを愛する人たちとラグビーを愛する人たち」鈴木秀人ほか編

『スポーツの国イギリス』（創文企画）１３９－１６２頁   

 

〈２００３〉 

大平章編『ノルベルト・エリアスと２１世紀』（成文堂）２４６頁 

 

〈２００６〉 

大原あゆみ「ノルベルト・エリアスの歴史社会学的再帰性：〈参加と距離化〉と

フィギュレーション」新原道信ほか編『地球情報社会と社会運動：同時代のリ

フレクシヴ・ソシオロジー』ハーベスト社：１００－１１５頁 

〈２００８〉 

菊幸一「スポーツと暴力」加藤尚武編集代表『応用倫理学事典』（丸善）８７０

－８７１頁 

〈２００９〉 

大平章編『ノルベルト・エリアスとグローバリゼーション：スポーツ・文化・

社会』（ＤＴＰ出版）２０８頁 

 

〈２０１０〉 

菊幸一「暴力の抑制」井上俊ほか編『身体・セクシュアリティ・スポーツ：社

会学ベーシック８』（世界思想社）２１９－２２８頁 

内海博文『ノルベルト・エリアスの社会理論の探究』（刊行予定） 

内海博文「文明化（エリアス）」『社会学事典』（刊行予定） 

 

（３）博士論文 

 

〈１９８８〉 

菊幸一「近代日本におけるプロ・スポーツの成立形態とその社会的条件に関す

る研究」（筑波大学・教育学） 



 

〈１９９９〉 

坂なつこ「ノルベルト・エリアスの初期理論研究：特に歴史哲学から『諸個人

の社会』への変遷における社会学的主題の形成に関して」（立命館大学・社会学） 

 

〈２０００〉 

市井吉興「文明化過程としての社会構成：ノルベルト・エリアスの社会学的想

像力」（立命館大学・社会学） 

 

〈２００２〉 

内海博文「エリアスの社会理論の研究」（大阪大学・人間科学）  

 

〈２００３〉 

奥村隆「文明化と暴力の社会理論：ノルベルト・エリアスの問いをめぐって」 

（東京大学・社会学） 

 

（４）論文・記事・文献紹介・書評 

 

〈１９７９〉   

野村雅一「「文明化」についての試論（上）：ノルベルト・エリアス「文明化」

に寄せて」国立民族博物館研究報告４・４：７３８－７６９頁 

藤本正久〈紹介〉「ノルベルト・エリアス著『文明化の過程』（上）」文明（東海

大学）２７：５３－６０頁 

南良郎〈紹介〉「ノルベルト・エリアス著『文明化の過程』（下）」文明（東海大

学）２７：６１－７１頁 

 

〈１９８５〉 

村主幸一「The Book of the Courtier に見られる宮廷社交について」言語文化論

集（名古屋大学）６（２）：１２７－１４２頁 

 

〈１９８９〉 

岡田猛「Ｎ・エリアスにおける課題としてのスポーツ」体育・スポーツ社会学

研究８：５１－６５頁 

佐々木明「人々の日常生活における振る舞いにみる心理機能の社会・歴史的発

生：ノルベルト・エリアスの「文明化の過程」に関する理論」社会研究（法政

大学）１９：６７－９０頁 



菊幸一「スポーツのプロフェッショナリズム生成に関する歴史社会学的研究序

説：戦前におけるプロ野球信条の形成を中心として」体育・スポーツ社会学研

究８：９１－１１７頁 

 

 

〈１９９４〉 

Jary, David, Horne, John 著、山下高行訳「スポーツ・レジャー研究における図

柄社会学：エリアス、ダニングとそのオルタナティブ」立命館文学５３６：６

８０－７１０頁 

 

〈１９９５〉 

池井望〈書評〉「フィギュレーション社会学と近代スポーツ：Ｎ・エリアス論」

スポーツ社会学研究３：７１－７６頁 

犬飼裕一「ノルベルト・エリアスと歴史社会学の方法」年報社会学論集（関東

社会学会）８：１１９－１３０頁 

犬飼裕一「ルイ１４世と宮廷社会の社会学：ノルべルト・エリアスの社会像と

差異の問題」現代社会理論研究５：１７５－１８４頁 

 

〈１９９６〉 

金田福男「『感情の文明化』に関する一考察」関西大学大学院人間科学：社会学・

心理学研究４４：１－１６頁 

澤井敦「「閉ざされた人間」の死：ノルベルト・エリアスの「死の社会学」を題

材として」三田社会学１：３７－５１頁 

船井広則〈書評〉「Ｎ・エリアス、Ｅ・ダニング著、大平章訳『スポーツと文明

化』」ひすぽ（スポーツ史学会）３１ 

 

〈１９９７〉 

薄葉毅史〈文献紹介〉「The Established and the Outsiders」教育・社会・文化： 

研究紀要（京都大学）４：１４７－１５７頁 

菊幸一「スポーツ社会学の理論的可能性：エリアス派スポーツ社会学と身体

/Body スポーツ社会学研究５：１５－２６頁 

 

〈１９９８〉 

市井吉興「ノルベルト・エリアスと秩序問題：文明化過程・フィギュレーショ

ン・相互依存」立命館産業社会論集３３（４）：１１９－１３２頁 

犬飼裕一「市民社会と宮廷社会：マックス・ウェーバーとノルベルト・エリア



ス」中京大学教養論叢３９（２）：１－１９頁 

犬飼裕一「歴史の知識社会学：ノルベルト・エリアスによる展開」岐阜経済大

学論集３１（４）：５１－６７頁 

内海博文「ノルベルト・エリアスと暴力の問題」ソシオロジ４３（２）：３－１

８頁 

梅林誠爾「社会生活と時間：Ｎ・エリアスの時間論の検討」唯物論と現代２２：

６２－７７頁 

内海博文〈書評〉「Jonathan Fletcher, Violence & Civilization: An Introduction 

to the Work of Norbert Elias」年報人間科学（大阪大学）１９：２８１－２８

６頁 

Krüger Michael 著、坂なつこ、有賀郁敏訳「スポーツ及びスポーツ科学に対す

るプロセス・フィギュレーション理論の意義にいついて：ノルベルト・エリア

ス誕生１００年によせて」立命館産業社会論集３４（１）：２０１－２１４頁 

坂なつこ「ノルベルト・エリアスの初期研究：１９２０年代ドイツを背景に」

立命館産業社会論集３４（２）３３－４９頁 

 

〈１９９９〉 

市井吉興「「脱形式化」としての文明化過程：オランダ・エリアス学派による文

明化過程論の新展開」立命館産業社会論集３５（３）：２１－４２頁 

内海博文「ノルベルト・エリアスと人間像の問題」年報人間科学（大阪大学）

２０（１）：２４５－２５５頁 

奥村隆「市民階級の理想と暴力：ノルベルト・エリアスの『ドイツ人論』にお

ける「テロリズム」」現代社会理論研究９：１－１８頁 

奥村隆「Ｅ・エリアス『ドイツ人論』を読む」国際文化会館開放１０（２）：１

５－１６頁 

Gleichmann, Peter Reinhart 著、宮田敦子訳（そもそも何のために私は生きて

いたのか：ノルベルト・エリアス）年報人間科学（大阪大学）２０（１）：２４

５－２５５頁 

坂なつこ「エリアスにおけるスポーツ」京都体育学研究１４：９－１６頁 

坂なつこ「課題としての歴史哲学：哲学博士論文におけるＮ・エリアスのカン

ト批判をめぐって」立命館産業社会論集３４（４）：６７－８１頁 

 

〈２０００〉 

市井吉興「文明化過程としての社会構成：ノルベルト・エリアスの社会学的想

像力」立命館産業社会論集３５（４）：１３－３５頁 

奥村隆「ふたつの「支配の社会学」：Ｎ・エリアスとＭ・ウェーバー」現代社会



理論研究１０：３７－５０頁 

大平章「ノルベルト・エリアスについて：その生涯と研究」人文論集（早稲田

大学法学部）３９：１８９－２１７頁 

 

〈２００１〉 

市井吉興「現代オランダ社会学とエリアス学派：オランダ社会学史におけるエ

リアス学派の位置」立命館産業社会論集３７（１）：９１－１０６頁 

内海博文「エリアス社会学における「宮廷社会」論の位置」大阪産業大学論集

社会科学編１１６：３７－４７頁 

川田耕「国家・道徳・主体：１７世紀後半の民衆物語にみる自己抑制的主体の

登場」社会学評論５２（２）：２３３－２４９頁 

近森高明「ノルベルト・エリアスにおける〈発展〉の概念：認識論的な問題構

成をめぐる二重性」ソシオロジ４５（３）：３－１８頁 

 

〈２００２〉 

市井吉興「ノルベルト・エリアス：１９５０－１９７０：「超領域的人間学への

跳躍」立命館人文科学研究所紀要７９：１０９－１３３頁 

市井吉興「ノルベルト・エリアスとアンソニー・ギデンズの社会理論の合体に

向けて」立命館言語文化研究１３（４）：１９９－２０７頁 

内海博文「エリアス社会理論の研究」人間科学研究（大阪大学）４：１１３－

１２７頁 

大平章「詩人としてのノルベルト・エリアス」人文論集（早稲田大学法学部）

４１：６７－８７頁 

菊幸一「身体論からみた武士道とスポーツの近代化：近代スポーツの問題性へ

のアプローチ」奈良体育学会研究年報６：４１－５０頁 

 

〈２００３〉 

市井吉興「ノルベルト・エリアスの社会学的視野：文明化過程・宮廷社会・ス

ポーツ」会報新歴史科学２：１－１１頁 

荒川敏彦「ノルベルト・エリアスにおける概念史と文化史：歴史社会学の方法

論的反省のために」埼玉大学紀要３９（２）：６６－８０頁 

大原あゆみ「ノルベルト・エリアスの文明化論におけるフィギュレーションの

形成と転換」現代社会理論研究１３：１－１０頁 

奥村隆「自己抑制に関するふたつの視野：エリアスとフーコ」奥村隆編『感情

と社会』研究計画報告ＮＯ１０８（千葉大学・大学院社会科学研究科）：９５－

１１８頁 



小林亜子「表象をめぐる闘い」と「社会的編成」/「歴史の時間」と「文明化の

過程」埼玉大学紀要３９（２）：３－２４頁 

菊幸一「日本におけるサッカーファンと暴力：日本のサッカーファンはフーリ

ガンになりうるのか」奈良女子大学文学部研究年報４６：１４７－１６４頁 

 

〈２００４〉 

奥村隆「吸収の崩壊：感情と現代性と社会学」応用社会学４６：３３－５６頁 

坂なつこ「文明化の過程再検討：ノルベルト・エリアスとスポーツのグローバ

ル化」一橋スポーツ研究２００４ 

 

〈２００５〉 

市井吉興「オランダにおけるフィギュレーション社会学：苦悶する１９８０年

代」立命館言語文化研究１６（３）：２１５－２２６頁 

大原あゆみ「カリスマとその外部：ノルベルト・エリアスにおけるカリスマ論

の展開」社会学史研究２７：８７－１０１頁 

大平章「『定着者と部外者』におけるノルベルト・エリアスの理論的革新性」ワ

セダ・グローバル・フォーラム 2:６７－７８頁 

 

〈２００６〉 

大平章「シンボルの理論におけるエリアス社会学の意義：言語・知識・芸術・

科学」ワセダ・グローバル・フォーラム 3：７１－８２頁 

原田太津男 

「近代の社会：人間像批判と社会科学の方法論的刷新：Ｎ・エリアスを読む」

ＢＯＥＫＩＦＵ：中部インターナショナル・レビュー１：３８８－３９１頁 

 

〈２００７〉 

大原あゆみ「ノルベルト・エリアスにおける Individuum の概念：固体と個人」 

社会学史研究２７：５７－７１頁 

奥村隆「不条理としての社会、無根拠としての社会」応用社会学４６：１０３

－１１６頁 

 

〈２００８〉 

荒川敏彦「過程としての文明化と個人化：ノルベルト・エリアスの〈プロセス 

－ フィギュレーション理論〉社会学史研究３０：８７－１０２ 

大原あゆみ「ノルベルト・エリアスの文明化論：歴史的過程と社会構造の結節

点」創文（５１０）：１５－１８頁 



大平章「ノルベルト・エリアスとモーツァルト：若き音楽家の肖像」ワセダ・

グローバル・フォーラム４：６９－８１頁 

 

〈２０１０〉 

大平章「ノルベルト・エリアスの『文明化の過程』について」ワセダ・グロー

バル・フォーラム 6: ２０７－２３７頁 


